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研究内容（テーマ） 
本研究は循環型環境技術開発プロジェクトの継続プロジェクトとして、蓄積した研究成果を活用し

て、ゼオライトをはじめとしたナノ多孔体材料の利用技術開発を目的とする。無機ナノ多孔体材料は

大きなイオン交換容量をもち、吸着性能など物理化学的特性に優れ、環境中においておよそ無害で安

定である。したがって、その応用範囲は水環境、大気環境、土壌と環境技術全般に及び大きな成果が

期待できる。本研究は新しい環境技術の実用化研究であるが、同時に廃棄物リサイクル技術の開発で

もある。特に建材、緑化材料など大量消費を期待することができる分野において、ナノ多孔体材料利

用技術の実用化を目指すことで、循環型社会の構築に寄与することを最終目的とし、昨年度に引き続

き本年度は以下のテーマを実施した。 

（A） 建材の開発・製品化 
（B） 沙漠化防止、都市緑化技術の研究開発 
（C） 水処理技術の研究開発 
（D） ゼオライト合成の最適化と基礎物性試験 
（E） 有害物不溶化剤の実用化 
（F） 市場調査、ビジネスモデルの構築、社会連携推進 



研究実施状況の概要（当該年度のまとめ） 
先に挙げた各項目について、本年度の研究開発実施状況について述べる。 

 
（A） ヒートアイランド現象抑制効果を持つ保水性建材と室内環境改善建材に関しては、レンガと

タイルの試作と性能評価を継続する予定であったが、多くの製造工場よりのヒアリング調査

の結果、経済的な大量製造方式や耐磨耗性等の課題を克服するにはかなりの時間がかかりそ

うなことが判明した。その為、他の項目の開発・実用化を優先し、本年度は調査のみにとど

めた。また、室内の塗り壁への応用は、あまりメリットがないことがわかり、開発を中止し

た。 
 
（B） ゼオライト成形体を用いた園芸材での様々な小規模植生試験の結果、開発時に意図した保水

性、保肥性とともに予想以上の植物成長に良好な効果があることが判明し、商品化のメドが

ついた。現在、より規模の大きい現地植栽試験を、バラ園やゴルフ場、およびニラ栽培農家

でスタートさせている。家庭用園芸材としても販売する予定で、クリーンナップ社が価格の

設定や提携先の選定等、販売準備を着々と進めている。 
 
（C） １．水処理材としてマイナスイオンを吸着するナノサイズのハイドロタルサイト（NLDH）

は、リサイクル手法の確立と製造コスト低減の研究を継続した。その結果、バッチ処理に利

用した材料に対するリサイクル技術はほぼメドがついたが、カラム処理用に使った材料に対

しては未解決となっている。なお、これらの研究は、昨年 8月に新たに設立された NLDHを
扱うベンチャー会社の株式会社 ANION との連携により主に行われた。現在、製造コストの
低減研究を踏まえた、新たな商業用製造プラントの建設計画を進めている。 

 
２．ゼオライト成形体による、浄水中の低濃度アンモニアの高度処理実験を、本年初頭より

某浄水場にて開始した。 
 

（D） 純度の高い廃棄物シリカ等を利用した、高付加価値ゼオライトの合成研究はほぼ終了し、コ
スト次第であるが、おおむね対応可能となった。??? 

 
（E） １．石炭灰、一般ごみ焼却灰、あるいは汚染土壌等に含まれる第二種特定有害物を不溶化す

る技術の改良研究を進めた結果、様々な焼却灰・スラグ状の廃棄物、汚染土壌、複数の有害

物を含む複合汚染も含めて対応できる目処がついた。現在、“カテナチオ”の名称にて

AZMEC 社が販売を開始しており、既にかなりの規模の汚染土壌現場に採用されている。ま
た、この関連の引き合いは他にも数多く来ており、AZMEC社との提携商社も一社決まった。

 
２．上記不溶化技術を応用し、新規に水処理用として“カテナチオ aqua”を別途開発した。
これを利用すれば、経済的な処理が難しいといわれている排水中のホウ素 200mg/L程度を、
容易かつ経済的に凝集沈殿させ、10mg/L程度以下にすることが可能である。フッ素以外にも
適用できるので、低濃度領域が得意な NLDHと組み合わせる等により、平成 22年に施行さ
れる一律排水基準対応の有力な技術の一つとすることができると考えている。 
 

（F） 当センター発のベンチャー企業である AZMEC社、クリーンナップ社及び ANION社と連携
した各種展示会への出展やウェッブ上での情報開示、或いは各種の焼却灰、汚染土、廃水サ

ンプル等に対する上記製品の性能評価実験やサンプル出荷等を通じ、開発技術の認知度の向

上と具体的な市場開拓を推進した。 
また、墨田区のメッキ業や硝子工業会などとの連携を推進した結果、地域中小企業にも徐々

に認知されつつあり、近々クリーンナップ社を通じ少額ではあるが具体的な取引が開始され

る見込みとなっている。 
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